









































































































































































































































































































































































































































宿や水茶屋に掛け合い、身元を確認す 。これら 「取極」を「古来」より心得 渡世 し きたという。
つまりなんらかの仲介がある場合、その仲介者が身元を























































































































































































































































































































て）行ける場所でもないため、三度通えば内二度は主人や親が通ってい ことに気付く。これに対して岡場所は近場にあるため、何かにかこつけて行くのが容易く、一日に二度行ったとしても周囲は気付かず、やがて金銭トラブルに発展する。尤も吉原に通う者でも不届きをする者はままいるが、大方は主人や親が遊びを見咎め、説教や押込 至るので、窃盗や欠落をするまでの者 稀 あるという。このような見解は、同様に同「書留」 享保五年（一七二〇）三月「両御番所様
江
差上候訴状下書」にもみえる。引用は
割愛するが、こちらでは客 つい の描写が詳しくなっており、吉原通いが周囲に露見する理由について、吉原は遠方のため 「江戸御府内より慰之ため通ひ候者」は一
･
二



























































































が遵守されなくなった問題と、経営悪化に対する公儀の対処に注目し、これを先にも言及した嘉永五年（一八五二）「市中取締筋其外町奉行上申」 （以下「嘉永五年上申」 ） 、及
17
び『市中取締書留九十一』の嘉永六年（一八五三） 「新吉原町遊女屋永続方対策上申」 （ 「以下「嘉永六年上申」 ）からみていく。
天保十三年（一八四二） 、先述のとおり天保の改革の一




























































「遊女大安売」の引札は珍しいことのために世間へ流布されたが、 「同渡世之もの」 （吉原の遊女屋）が嫌がり、値下げは止めになったものの、評判になって一時期吉原 賑わった。しかし吉原は昔より「御免之遊所」であるのに
「世間之聞へも不
㆑憚」 、このような値下げをしたのは吉原




































































































従って風俗を改ためず、 「大見勢」 （大籬。格式の高い遊女屋）の遊女は今でも詩歌等を嗜んで「高上之気韻」を尊んでいたが、岡場所等に馴染む客は吉原の上品なやり方を嫌った。またこの違いが岡場所から移った遊女屋と従来からの遊女屋との確執となり、吉原において「規定 が廃れ混乱しているのは、すべて岡場所から引き移った者のせいであると苦情を言う者もいる、という。
以上の状況をみた上で、町奉行が吉原衰微の解決策とし









のような期待をもったかについて、主に客の取締りに注目し検討を行 ってきた。吉原遊廓は元来、風俗取締りと治安政策の一環として開業を許された場所である。だがその経営は江戸中期以降思わしくなく、吉原が役割をまっとうできていたかは疑わしい。しかし公儀は に対し 武士の扱いの前例と現状の問合せ、寛政の改革に伴う厳しい処置、また寛政七年
･
嘉永七年「規定証文」の作成と遵守の
命令等 客の扱いに関わる再確認を断続的に行っている。このことは、公儀が吉原における客の取締り 対し 時期的な緩急がありながらも、一貫して厳 視線 向けていたことをうか わせる。無論そのような公儀の姿勢は、吉原の経営悪化に更なる拍車をかけることともなった 吉原側はそれを見越し、客帳の取り方を緩やかにす 等、公儀の意向をいなすような客への対応も行っている。しか 地
21






































































































13）　「覚（略）一悪所え歴々も参候様に風聞有之候、左様之儀有之間敷事ニ候得共、心を可被附事」 （ 『御触書寛保集成』二九〇四）／歴々は身分や家柄が高い人。大名等。他に『洞房古鑑』等にも寛永九年の頃既 歴々の登楼を幕府側が懸念していたことがみ る。
（




 一九八二「 『悪所』の用例」 〔 『芸能史研
究』七八〕／同著

















































































































































































































































五年）の「釈教之恋」 「五、畫写性空上人の段」では、 「上人の黒衣にて遊里を憚り給ふは、中昔の律儀。そ 時代は、黒衣着たる人は茶屋も揚屋も請け込ぬ事にこそ」とある。 「穢多」 ついては武陽隠士『世事見聞録』 （文化十三年） 原盛和『隣の疝気』 （宝暦十三年）等 、吉原
の遊女屋が受け入れたことがみえる。
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51）　
三田村鳶魚編
 一九七七『未刊随筆百種』八、中央公論
社、二四七頁。
（
52）　
同右、二六七―二六八頁。
（
53）　
吉原への交通の便が悪かったことはこれまでも指摘され
ており、石井『吉原』 （前掲註
43）等が詳しい。
（
54）　
東京都編『東京市史稿』産業篇五十八（前掲註
31） 、六
一四頁。
（
55）　
滝本誠一編
 一九一五『日本経済叢書』十二、日本経済
叢書刊行会、四一三頁。
（
56）　
吉田伸之
 一九九八「新吉原と仮宅」 （浅野秀剛
･
吉田伸
之編『浮世絵を読む二
　
歌麿』朝日新聞出版／吉田
 二〇
〇三『身分的周縁と社会＝文化構造』部落問題研究所に再録） 。
（
57）　
東京都編『東京市史稿』産業篇五十八（前掲註
31） 、六
九八頁。
（
58）　
同右、六一六頁。
（
59）　
横山百合子
 二〇一六「遊女大安売
―
幕末の新吉原遊廓」
（国立歴史民俗博物館編『歴博』一九八） 。
（
60）　
東京都台東区役所編『新吉原史考』 （前掲註
2） 、一九三
―一九四頁。
（
61）　
東京都編『東京市史稿』産業篇五十八（前掲註
31） 、七
〇〇頁。
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（
62）　
同右、六一五頁。
（
63）　
同右、六一四頁。
（
64）　
同右、六九九頁。
（
65）　
幕末において吉原はより繁盛の見込める「仮宅」営業の
許可を度々求めたが、公儀が認めなかった経緯もある。詳細は吉田「新吉原と仮宅」 （前掲註
56）／宮本由紀子
 一
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